表-4.2　道路土工のための土及び岩の分類（標準）（土軟硬判定）
	名　　　称
	説              明
	摘        要

	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	
	

	土
砂
	礫質土
	礫混り土
	礫の混入があって掘削時の能率が低下するもの
	礫の多い砂、礫の多い砂質土、礫の多い粘性土
	礫（Ｇ）
礫質土（ＧＦ）

	
	砂質土及び砂
	  砂
	バケットなどに山盛り形状になりにくいもの
	海岸砂丘の砂
マサ土
	砂（Ｓ）

	
	
	砂質土
(普通土)
	掘削が容易で、バケット等に山盛り形状にし易く空隙の少ないもの
	砂質土、マサ土、粒度分布の良い砂条件の良いローム
	砂（Ｓ）
砂質土（ＳＦ）
シルト（Ｍ）

	
	粘性土
	粘性土
	バケット等に付着し易く空隙の多い状態になり易いもの、トラフィカビリティが問題となり易いもの
	ローム
粘性土
	シルト（Ｍ）
粘性土（Ｃ）

	
	
	高含水比粘性土
	バケット等に付着し易く特にトラフィカビリティが悪いもの
	条件の悪いローム条件の悪い粘性土火山灰質粘性土
	シルト（Ｍ）
粘性土（Ｃ）
火山灰質粘性土（Ｖ）
有機質土（Ｏ）

	岩
	岩  塊
玉  石
	岩  塊
玉  石
	岩塊,玉石が混入して掘削しにくく,バケット等に空隙のでき易いもの。
岩塊,玉石は粒径7.5㎝以上とし,まるみのあるのを玉石とする。
	玉石まじり土，岩塊起砕された岩
ごろごろした河床

	
	軟
岩
	軟
岩
	Ⅰ
	第３紀の岩石で固結の程度が弱いもの。
風化がはなはだしくきわめてもろいもの。
指先で離しうる程度のものでクラック間の間隔は1～5㎝くらいのものおよび,第３紀の岩石で固結の程度が良好なもの。
風化がそうとう進み多少変色を伴い軽い打撃で容易に割れるもの,離れ易いもので,き裂間隔は5～10㎝程度のもの。
	弾性波速度
700～2,800ｍ／sec

	
	
	
	Ⅱ
	凝灰質で軽く固結しているもの,風化が目に沿って相当進んでいるもの。
き裂間隔が10～30㎝程度で軽い打撃により離しうる程度,異質の硬い互層をなすもので層面を楽に離しうるもの。
	

	
	硬
岩
	中
硬
岩
	石灰石,多孔質安山岩のように,特にち密でなくてもそうとうの硬さを有するもの,風化の程度があまり進んでいないもの,硬い岩石で間隔30～50㎝程度のき裂を有するもの。
	性波速度
2,000～4,000ｍ／sec

	
	
	硬
岩
	Ⅰ
	花崗岩,結晶片岩などで全く変化していないもの,き裂間隔が1ｍ内外で相当密着しているもの,硬い良好な石材を取り得るようなもの。
	弾性波速度
3,000ｍ／sec 以上

	
	
	
	Ⅱ
	けい岩,角岩などの石英質に富む岩質で最も硬いもの,風化しておらず新鮮なる状態にあるもの,き裂なく,密着しているもの。
	


（１）土及び岩の分類は,設計図書または特記仕様書に明記するものとする。
（２）一般に、土砂の場合土質が明確な場合はＢを,岩の場合はＣの名称で表示する。
※出典；国土交通省、土木工事共通仕様書(H23.3案)
表-4.2　道路土工のための土の分類（標準）
	名　　　称
	説              明
	摘        要

	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	
	

	土
砂
	礫質土
	礫混り土
	礫の混入があって掘削時の能率が低下するもの
	礫の多い砂、礫の多い砂質土、礫の多い粘性土
	礫（Ｇ）
礫質土（ＧＦ）

	
	砂質土及び砂
	  砂
	バケットなどに山盛り形状になりにくいもの
	海岸砂丘の砂
マサ土
	砂（Ｓ）

	
	
	砂質土
(普通土)
	掘削が容易で、バケット等に山盛り形状にし易く空隙の少ないもの
	砂質土、マサ土、粒度分布の良い砂条件の良いローム
	砂（Ｓ）
砂質土（ＳＦ）
シルト（Ｍ）

	
	粘性土
	粘性土
	バケット等に付着し易く空隙の多い状態になり易いもの、トラフィカビリティが問題となり易いもの
	ローム
粘性土
	シルト（Ｍ）
粘性土（Ｃ）

	
	
	高含水比粘性土
	バケット等に付着し易く特にトラフィカビリティが悪いもの
	条件の悪いローム条件の悪い粘性土火山灰質粘性土
	シルト（Ｍ）
粘性土（Ｃ）
火山灰質粘性土（Ｖ）
有機質土（Ｏ）


（１）土の分類は,設計図書または特記仕様書に明記するものとする。
（２）一般に土砂の名称で表示するが、場合土質が明確な場合はＢの名称を用いるものとする。
表-4.2　道路土工のための岩の分類（標準）
	名　　　称
	説              明
	摘        要

	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	
	

	岩
	岩 塊

玉 石
	岩 塊

玉 石
	岩塊,玉石が混入して掘削しにくく,バケット等に空隙のでき易いもの。
岩塊,玉石は粒径7.5㎝以上とし,まるみのあるのを玉石とする。
	玉石まじり土，岩塊起砕された岩
ごろごろした河床

	
	軟
岩
	軟
岩
	Ⅰ
	第３紀の岩石で固結の程度が弱いもの。
風化がはなはだしくきわめてもろいもの。
指先で離しうる程度のものでクラック間の間隔は1～5㎝くらいのものおよび,第３紀の岩石で固結の程度が良好なもの。
風化がそうとう進み多少変色を伴い軽い打撃で容易に割れるもの,離れ易いもので,き裂間隔は5～10㎝程度のもの。
	弾性波速度
700～2,800ｍ／sec

	
	
	
	Ⅱ
	凝灰質で軽く固結しているもの,風化が目に沿って相当進んでいるもの。
き裂間隔が10～30㎝程度で軽い打撃により離しうる程度,異質の硬い互層をなすもので層面を楽に離しうるもの。
	

	
	硬
岩
	中
硬
岩
	石灰石,多孔質安山岩のように,特にち密でなくてもそうとうの硬さを有するもの,風化の程度があまり進んでいないもの,硬い岩石で間隔30～50㎝程度のき裂を有するもの。
	性波速度
2,000～4,000ｍ／sec

	
	
	硬
岩
	Ⅰ
	花崗岩,結晶片岩などで全く変化していないもの,き裂間隔が1ｍ内外で相当密着しているもの,硬い良好な石材を取り得るようなもの。
	弾性波速度
3,000ｍ／sec 以上

	
	
	
	Ⅱ
	けい岩,角岩などの石英質に富む岩質で最も硬いもの,風化しておらず新鮮なる状態にあるもの,き裂なく,密着しているもの。
	


（１）岩の分類は,設計図書または特記仕様書に明記するものとする。
（２）一般に、岩塊、玉石、軟岩Ⅰ、軟岩Ⅱ、中硬岩、硬岩Ⅰ、硬岩Ⅱの名称で表示する。
（３）男性波速度はあくまで参考事項であり、変更等の際は技術担当課と協議して定めるものとする。
※出典；国土交通省、土木工事共通仕様書(H23.3案)
